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(57)【要約】
【課題】液晶パネルに規定された複数の領域のそれぞれ
の温度を少ない温度センサで得ることを可能とする液晶
表示装置を提供する。
【解決手段】液晶パネルには温度センサの数よりも多い
複数の領域が規定されている。メモリには、温度センサ
の出力値と複数の領域のそれぞれの温度との関係を表す
情報である温度関係情報が予め格納されている。制御装
置は温度センサの出力値を取得し、温度関係情報と取得
した出力値とに基づいて複数の領域のそれぞれの温度を
推定する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの温度センサと、
　前記少なくとも１つの温度センサよりも数の多い複数の領域が規定された液晶パネルと
、
　前記少なくとも１つの温度センサの出力値と前記複数の領域のそれぞれの温度との関係
を表す情報である温度関係情報が予め格納されたメモリと、
　前記少なくとも１つの温度センサの出力値を取得し、前記温度関係情報と前記取得した
出力値とに基づいて前記複数の領域のそれぞれの温度を推定する制御装置と、
　を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　前記制御装置は、前記少なくとも１つの温度センサの出力値と前記複数の領域の温度と
の関係を表す、前記温度関係情報によって規定される複数の関係式を用いて、前記複数の
領域のそれぞれの温度を推定する、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記メモリには、前記複数の領域にそれぞれ対応付けられた複数の係数が前記温度関係
情報として格納されており、
　前記複数の関係式は前記複数の係数と当該複数の係数が選択的に適用可能な基礎関係式
とにより規定される、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の液晶表示装置において、
　前記制御装置は、前記液晶表示装置の駆動開始時からの経過時間に応じて変化する情報
に基づいて現時点が予め定められた定常期間に該当するか否かを判定し、
　前記制御装置は、現時点が前記定常期間に該当する場合と現時点が前記定常期間に該当
しない場合とでは、前記複数の領域の温度を推定するための処理として異なる処理を実行
する、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の液晶表示装置において、
　前記少なくとも１つの温度センサとして、互いに離れて配置される２つの温度センサを
備え、
　前記制御装置は、前記液晶表示装置の駆動開始時からの経過時間に応じて変化する前記
情報として、前記２つの温度センサの出力値の差を用いる、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　導光板と前記導光板の少なくとも一辺に配置された光源とを有するバックライトユニッ
トをさらに備える、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の液晶表示装置において、
　前記少なくとも１つの温度センサが取り付けられ、前記導光板の前記少なくとも一辺に
沿って配置される回路基板をさらに備える、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の液晶表示装置において、
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　前記バックライトユニットの背面を覆う金属製の後フレームをさらに備え、
　前記回路基板は前記後フレームに固定されている、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項６に記載の液晶表示装置において、
　複数の回路基板をさらに備え、
　前記少なくとも１つの温度センサは前記複数の回路基板のうち最も光源に近い回路基板
に取り付けられている、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項６に記載の液晶表示装置において、
　前記光源は複数のＬＥＤからなる
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶パネルの温度情報を得るための温度センサが設けられた液晶表示装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１にあるように、従来、温度センサを用いて液晶パネルの温度を検知する
液晶表示装置が提案されている。液晶パネルの温度情報は、例えば各画素の階調値の補正
に利用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－３５６９７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　液晶パネルの温度は液晶パネル上の位置によって異なる場合がある。例えば、光源を縁
に有するバックライトユニットを備える液晶表示装置においては、液晶パネルの縁に近い
部分（領域）の温度は、その他の領域に比べて高くなり易い。各領域の温度を検知するこ
とができれば、より精度の高い制御が可能となる。しかしながら、領域の数だけ温度セン
サを設けると、液晶表示装置のコストが増す。
【０００５】
　本発明の目的は、液晶パネルに規定された複数の領域のそれぞれの温度を少ない温度セ
ンサで得ることを可能とする液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る液晶表示装置は、少なくとも１つの温度センサと、前記少なくとも１つの
温度センサよりも数の多い複数の領域が規定された液晶パネルと、前記少なくとも１つの
温度センサの出力値と前記複数の領域のそれぞれの温度との関係を表す情報である温度関
係情報が予め格納されたメモリと、前記少なくとも１つの温度センサの出力値を取得し、
前記温度関係情報と前記取得した出力値とに基づいて前記複数の領域のそれぞれの温度を
推定する制御装置とを備える。本発明によれば、複数の領域のそれぞれの温度を少ない温
度センサで得ることが可能となる。
【０００７】
　本発明の一態様では、前記制御装置は、前記少なくとも１つの温度センサの出力値と前
記複数の領域の温度との関係を表す、前記温度関係情報によって規定される複数の関係式
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を用いて、前記複数の領域のそれぞれの温度を推定してもよい。この態様によれば、各領
域の温度として、連続的に変化する値を算出でき、温度の推定の精度を増すことができる
。この態様では、前記メモリには、前記複数の領域にそれぞれ対応付けられた複数の係数
が前記温度関係情報として格納されており、前記複数の関係式は前記複数の係数と当該複
数の係数が選択的に適用可能な基礎関係式とにより規定されてもよい。この態様によれば
、複数の領域にそれぞれ対応する複数の関係式を予めメモリに格納する必要がなくなる。
例えば、１つの基礎関係式から、複数の領域にそれぞれ対応する複数の関係式を得ること
ができる。
【０００８】
　また、本発明の他の態様では、前記制御装置は、前記液晶表示装置の駆動開始時からの
経過時間に応じて変化する情報に基づいて現時点が予め定められた定常期間に該当するか
否かを判定し、前記制御装置は、現時点が前記定常期間に該当する場合と現時点が前記定
常期間に該当しない場合とでは、前記複数の領域の温度を推定するための処理として異な
る処理を実行してもよい。この態様によれば、現時点が定常期間でない場合でも、適切に
液晶パネルの温度を推定できる。この態様では、前記液晶表示装置には、前記少なくとも
１つの温度センサとして、互いに離れて配置される２つの温度センサが設けられ、前記制
御装置は、前記液晶表示装置の駆動開始時からの経過時間に応じて変化する前記情報とし
て、前記２つの温度センサの出力値の差を用いてもよい。この態様によれば、現時点が定
常期間に該当するか否かを容易に判断できる。
【０００９】
　また、本発明のさらに他の態様では、前記液晶表示装置は、導光板と前記導光板の少な
くとも一辺に配置された光源とを有するバックライトユニットをさらに備えてもよい。こ
の態様によれば、複数の領域のそれぞれについて温度を推定する処理が特に有効に作用す
る。また、この態様では、前記液晶表示装置は、前記少なくとも１つの温度センサが取り
付けられ前記導光板の前記少なくとも一辺に沿って配置される回路基板をさらに備えても
よい。こうすることにより、温度センサの出力値と液晶パネルの温度との相関を増すこと
ができる。さらに、前記液晶表示装置は、前記バックライトユニットの背面を覆う金属製
の後フレームを備え、前記回路基板は前記後フレームに固定されてもよい。これによれば
、温度センサの出力値と液晶パネルの温度との相関をさらに増すことができる。また、前
記液晶表示装置は、複数の回路基板をさらに備え、前記少なくとも１つの温度センサは前
記複数の回路基板のうち最も光源に近い回路基板に取り付けられてもよい。これによれば
、温度センサの出力値と液晶パネルの温度との相関をさらに増すことができる。また、こ
の態様では、前記光源は複数のＬＥＤを含んでもよい。このようにＬＥＤを用いる場合に
は、複数の領域のそれぞれについて温度を推定する処理が特に有効に作用する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態の例である液晶表示装置の断面図である。
【図２】上記液晶表示装置の液晶パネルやバックライトユニットの背面を覆う後フレーム
の背面を示す概略図である。
【図３】温度センサが取り付けられた回路基板の概略的な平面図である。
【図４】上記液晶表示装置の構成を概略的に示すブロック図である。
【図５】上記液晶表示装置の制御装置の機能を示すブロック図である。
【図６】温度センサの出力値の時間的な変化と各領域の実際の温度の時間的な変化の例を
示す図である。
【図７】複数の領域と係数とを対応付けるテーブルを示す図である。
【図８】温度センサの出力値と各領域の温度の時間的な変化の例を示す図である。同図で
は、液晶表示装置の駆動開始時（電源をオンした時点）からのそれらの変化が示されてい
る。
【図９】過渡期間の各領域の温度変化の態様を示す図である。同図の（ａ）は液晶表示装
置の前回の駆動終了（電源をオフした時点）から長時間が経過した後に、液晶表示装置の
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駆動が再開された場合の変化の例を示している。同図の（ｂ）は液晶表示装置の前回の駆
動終了から時間を空けることなく、液晶表示装置の駆動が再開された場合の変化の例を示
している。
【図１０】階調値の補正に用いられる階調値テーブルの例を示す図である。
【図１１】各領域の温度を推定するための係数を求める方法を説明するための図である。
【図１２】係数を求める際に行われる温度測定の結果の例を示す図である。
【図１３】液晶パネルの実際の温度を測定するための温度検知器の配置の他の例を示す図
である。
【図１４】他の例の液晶表示装置が備える後フレームの背面を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施形態について図面を参照しながら説明する。図１は本発明の実施
形態の例である液晶表示装置１の断面図である。図２は液晶表示装置１が備える液晶パネ
ル１０やバックライトユニット２０の背面を覆う後フレーム３１の背面の概略図である。
【００１２】
　液晶表示装置１は例えばテレビジョンとして機能する装置である。図１に示すように、
液晶表示装置１は液晶パネル１０を有している。液晶パネル１０は互いに対向する２つの
透明基板を有している。一方の基板（ＴＦＴ基板）１０ａには、複数のＴＦＴ（Ｔｈｉｎ
　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）が形成されている。ＴＦＴ基板１０ａには、複数の
走査線と複数の信号線とが格子状に形成されている。走査線にはＴＦＴをオン／オフする
ゲート電圧が印加される。信号線には各画素の階調値を表す画像信号が印加される。他方
の基板（カラーフィルタ基板）１０ｂにはカラーフィルタが形成されている。ＴＦＴ基板
１０ａとカラーフィルタ基板１０ｂとの間には液晶１０ｃが封入されている。
【００１３】
　図１に示すように、液晶表示装置１は、液晶パネル１０の背面側に配置され液晶パネル
１０の背面に光を照射するバックライトユニット２０を有している。この例のバックライ
トユニット２０はその縁に光源を有している。バックライトユニット２０は光源として複
数のＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）２１を有している。この例で
は、複数のＬＥＤ２１はバックライトユニット２０の下縁と上縁とに沿って配置されてい
る。詳細には、バックライトユニット２０は導光板２２と導光板２２の下辺に沿って配置
される回路基板２１ａと導光板２２の上辺に沿って配置される回路基板（不図示）とを有
している。ＬＥＤ２１は回路基板２１ａに実装され、導光板２２の下面に対向している。
導光板２２の背面には反射板２３が配置されている。導光板２２に向けて射出されたＬＥ
Ｄ２１の光は、導光板２２内を進みながら反射板２３で前方に向けて反射され、液晶パネ
ル１０の背面に照射される。導光板２２の前面には複数の光学シート２５が配置されてい
る。なお、バックライトユニット２０の光源はＬＥＤに限られない。例えば、光源として
冷陰極管が設けられてもよい。また、光源は、導光板２２の下辺又は上辺のいずれか一方
にのみ配置されてもよい。
【００１４】
　図１に示すように、液晶表示装置１は金属製の放熱板２４を有している。放熱板２４は
バックライトユニット２０の縁に沿って配置され、ＬＥＤ２１からの熱を吸収し、ＬＥＤ
２１の近傍に熱が集中するのを防ぐ。この例の放熱板２４は回路基板２１ａの下面に固定
される下板部２４ａと、下板部２４ａの縁で屈曲しバックライトユニット２０の背面（詳
細には導光板２２の背面）と対向する後板部２４ｂとを有している。下板部２４ａと後板
部２４ｂは一体的に形成されている。放熱板２４はバックライトユニット２０の左右方向
（図２においてＸ１－Ｘ２で示す方向）の幅と概ね同じ長さを有している。この放熱板２
４により後述する温度センサ４１にＬＥＤ２１の熱が伝わりやすくなっている。
【００１５】
　図１に示すように、液晶表示装置１はさらに金属製の後フレーム３１を有している。後
フレーム３１は板状であり、バックライトユニット２０の背面を覆っている。この例の後
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フレーム３１はバックライトユニット２０の背面（詳細には導光板２２の背面）と対向す
る後板部３１ｂと後板部３１ｂの縁に形成される下板部３１ａとを有している。下板部３
１ａは回路基板２１ａの下面に沿って配置されている。この例では、下板部３１ａと回路
基板２１ａとの間に、上述した放熱板２４の下板部２４ａが位置している。また、後板部
３１ｂの最下部と導光板２２との間に、放熱板２４の後板部２４ｂが位置している。その
ため、ＬＥＤ２１の熱が放熱板２４を介して後フレーム３１の最下部に伝わりやすくなっ
ている。
【００１６】
　図１及び図２に示すように、後フレーム３１には回路基板１２Ａ，１２Ｂが固定されて
いる。回路基板１２Ａ，１２Ｂは後フレーム３１の最下部に固定され、バックライトユニ
ット２０の下縁に沿って位置している。これにより、回路基板１２Ａ，１２ＢにＬＥＤ２
１の熱が伝わり易くなる。この例では、図１に示すように、回路基板１２Ａ，１２Ｂとバ
ックライトユニット２０との間に放熱板２４の後板部２４ｂが位置している。これにより
、回路基板１２Ａ，１２ＢにＬＥＤ２１の熱がさらに伝わり易くなる。後板部２４ｂは回
路基板１２Ａ，１２Ｂの上縁よりもさらに上方に伸びている。これにより、回路基板１２
Ａ，１２Ｂの広い範囲にＬＥＤ２１の熱が伝わり易くなる。
【００１７】
　液晶表示装置１は液晶パネル１０の温度推定に利用される少なくとも１つの温度センサ
を備えている。この例の液晶表示装置１は、図１及び図２に示すように、１つの温度セン
サ４１を備えている。温度センサ４１は回路基板１２Ａに取り付けられている。
【００１８】
　図２に示すように、液晶表示装置１はＴＦＴ制御基板１３と、電源基板１４と、アプリ
ケーション基板１５とをさらに有している。この例では、これらの基板１３，１４，１５
はいずれも後フレーム３１に固定されている。また、この例では、後述する制御装置２や
メモリ３はＴＦＴ制御基板１３に実装されている。アプリケーション基板１５には、例え
ば、外部機器に対するインターフェースとして機能する回路が実装されている。電源基板
１４には、液晶表示装置１が備える各回路にそれらの駆動電力を供給する電源回路が実装
されている。
【００１９】
　温度センサ４１が取り付けられた回路基板１２Ａと、回路基板１２Ａと左右方向で並ぶ
回路基板１２Ｂは、液晶表示装置１が有する複数の回路基板のなかで最もＬＥＤ２１に近
い回路基板である。この例では、ＴＦＴ制御基板１３は、後フレーム３１の左右方向の中
央部に位置し、回路基板１２Ａ，１２Ｂの上方に位置している。電源基板１４とアプリケ
ーション基板１５はＴＦＴ制御基板１３の左右に配置され、それぞれ回路基板１２Ａ，１
２Ｂの上方に位置している。２つの回路基板１２Ａ，１２Ｂのうち、回路基板１２Ａは電
源基板１４から離れて位置しているため、電源基板１４からの熱の影響を受け難い。一方
、回路基板１２Ｂはアプリケーション基板１５から離れて位置しているため、アプリケー
ション基板１５からの熱の影響を受け難い。温度センサを一つだけ設ける場合には、これ
らの回路基板１２Ａ，１２Ｂの中から温度をより適切に検出できる方を選択すればよい。
本実施形態においては、電源基板１４からの熱影響を考慮し、温度センサ４１は回路基板
１２Ａに配置されている。そのため、温度センサ４１の出力値は電源基板１４からの熱の
影響を受け難い。
【００２０】
　温度センサ４１の出力値に基づく後述する処理は、ＴＦＴ基板１３に実装された制御装
置２において実行される。図２に示すように、ＴＦＴ制御基板１３には、回路基板１２Ａ
，１２Ｂとアプリケーション基板１５とにＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　
ｃｉｒｃｕｉｔｓ）１６，１７によって接続されている。上述したように、温度センサ４
１は回路基板１２Ａに取り付けられている。そのため、温度センサ４１の出力信号を制御
装置２に入力するための専用の配線を設ける必要がない。つまり、温度センサ４１の出力
信号は、ＦＰＣ１６を通して制御装置２に入力されている。



(7) JP 2012-189766 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

【００２１】
　上述したように、回路基板１２ＡはＬＥＤ２１の熱が当該回路基板１２Ａに伝わりやす
いように配置されている。そのため、温度センサ４１の出力値にはＬＥＤ２１の熱が適切
に反映される。液晶パネル１０の温度はＬＥＤ２１の熱の影響を受けやすい。温度センサ
４１と回路基板１２Ａのこのような配置により、温度センサ４１による液晶パネル１０の
温度推定の精度を増すことができる。
【００２２】
　図１に示すように、液晶表示装置１は板状の基板カバー３３を備えている。基板カバー
３３は回路基板１２Ａ，１２Ｂを覆っている。温度センサ４１は基板カバー３３の内側に
位置している。そのため、温度センサ４１の出力値に外気温度が影響し難くい。その結果
、温度センサ４１を利用した液晶パネル１０の温度推定の精度を増すことができる。この
例の基板カバー３３の縁は後フレーム３１に向かって突出している。これにより、基板カ
バー３３の内側に外気がさらに進入し難くい。
【００２３】
　図１に示すように、回路基板１２Ａは螺子３２によって後フレーム３１に固定されてい
る。図３は螺子３２が取り付けられた状態の回路基板１２Ａの平面図である。同図におい
て基板カバー３３は省略されている。図３に示すように、回路基板１２Ａは複数の螺子３
２によって後フレーム３１に固定されている。螺子３２は金属製であり、後フレーム３１
の熱の一部は螺子３２を通して回路基板１２Ａに伝えられる。温度センサ４１の位置は１
つの螺子３２に近接している。そのため、温度センサ４１の出力値にＬＥＤ２１からの熱
がさらに適切に反映され得る。図１に示すように、この例の螺子３２は基板カバー３３の
外側から差し込まれ、回路基板１２Ａだけでなく基板カバー３３をも後フレーム３１に固
定している。温度センサ４１は回路基板１２Ａと基板カバー３３とによって挟まれている
。
【００２４】
　図１に示すように、回路基板１２Ａ，１２ＢはＦＰＣ１２ａを介して液晶パネル１０の
下縁に接続されている。ＦＰＣ１２ａにはＩＣチップ１２ｂが実装されている。ＩＣチッ
プ１２ｂは温度センサ４１から離れて位置している。そのため、温度センサ４１はＩＣチ
ップ１２ｂからの熱を受け難くい。この例では、ＩＣチップ１２ｂは基板カバー３３の外
側に位置している。そのため、温度センサ４１はＩＣチップ１２ｂから熱をさらに受け難
くい。なお、ＩＣチップ１２ｂは後述する信号線駆動回路４として機能する。この回路基
板１２Ａ，１２Ｂは一般的にソース基板と称され、信号線駆動回路４と制御装置２とを結
ぶ中継用の配線基板として機能する。ＩＣチップ１２ｂは、階調値に応じた電圧をＴＦＴ
のソースに印加する。
【００２５】
　図１に示すように、液晶表示装置１は、液晶パネル１０の外周部を覆う前カバー５１と
、後フレーム３１の背面を覆い液晶表示装置１の背面を構成する後カバー５２とを有して
いる。さらに、液晶表示装置１は中間フレーム５３を有している。
【００２６】
　図４は液晶表示装置１が備える回路を概略的に示すブロック図である。同図に示すよう
に、液晶表示装置１は、制御装置２と、メモリ３と、信号線駆動回路４と、走査線駆動回
路５と、バックライト駆動回路６とを有している。
【００２７】
　制御装置２には、不図示のチューナやアンテナで受信した入力画像信号や、映像再生装
置など別の装置が生成した入力画像信号が入力される。制御装置２は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔ
ｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）を含み、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）やＲＡＭ（Ｒａｎｄａｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｌｙ）などのメモリ３に接
続され、メモリ３に格納されたプログラムを実行する。例えば、制御装置２は入力画像信
号に基づいて、各画素の階調値を示す出力画像信号を生成し、信号線駆動回路４に出力す
る。また、制御装置２は入力画像信号に基づいて、信号線駆動回路４及び走査線駆動回路
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５が同期を取るためのタイミング信号を生成し、各駆動回路に出力する。温度センサ４１
は制御装置２に接続されている。本実施形態の制御装置２は、温度センサ４１の出力値に
基づいて、液晶パネル１０の温度を推定する処理を実行する。制御装置２が実行する処理
については後において詳説する。
【００２８】
　走査線駆動回路５はＴＦＴ基板１０ａに形成された走査線に接続され、制御装置２から
入力されるタイミング信号に合わせて複数の走査線に順番にゲート電圧を印加する。走査
線駆動回路５は、例えば液晶パネル１０の左右に配置される、不図示の基板に実装される
。
【００２９】
　信号線駆動回路４はＴＦＴ基板１０ａに形成された信号線に接続され、ゲート電圧の印
加タイミングに合わせて、制御装置２からの出力画像信号に応じた電圧を信号線に印加す
る。信号線駆動回路４は、本実施形態では、ＦＰＣ１２ａに実装されるが、例えば回路基
板１２Ａ，１２ＢまたはＴＦＴ基板１０ａに実装されてもよい。
【００３０】
　バックライト駆動回路６は制御装置２から入力される信号に基づいて、ＬＥＤ２１にそ
の駆動電力を供給する。制御装置２はバックライトユニット２０の制御モードとして、Ｌ
ＥＤ２１の輝度が互いに異なる複数の制御モードを備えている。例えば、制御装置２は、
ＬＥＤ２１を高輝度で駆動する高輝度モードと、ＬＥＤ２１を低輝度で駆動する低輝度モ
ードと、ＬＥＤ２１を中程度の輝度で駆動する中輝度モードとを備えている。バックライ
ト駆動回路６は、制御装置２から制御モードを特定する信号を受けて、その制御モードに
対応する駆動電力をＬＥＤ２１に供給する。バックライト駆動回路６も図示されない基板
に実装されている。
【００３１】
　図５は制御装置２の機能を示すブロック図である。同図に示すように、制御装置２はそ
の機能として、センサ出力取得部２ａと、温度推定部２ｂと、補正処理部２ｃとを備えて
いる。
【００３２】
　センサ出力取得部２ａは予め設定されたサンプリング周期（例えば、１０秒）で温度セ
ンサ４１の出力値を取得する。温度センサ４１からの出力がアナログの出力信号の場合は
、不図示のＡ／Ｄ変換回路を通してデジタル信号として制御装置２に入力される。センサ
出力取得部２ａはデジタル信号が示す値を温度センサ４１の出力値として取得する。一方
、温度センサ４１からの出力がデジタルの出力信号の場合は、センサ出力取得部２ａはデ
ジタル信号が示す値をそのまま温度センサ４１の出力値として取得する。
【００３３】
　温度センサ４１は上述したようにＬＥＤ２１からの熱の影響を受けやすい位置に取り付
けられている。また、液晶パネル１０の温度はＬＥＤ２１からの熱の影響を強く受ける。
そのため、温度センサ４１の出力値と液晶パネル１０の温度とには相関がある。温度推定
部２ｂはセンサ出力取得部２ａで取得した出力値に基づいて液晶パネル１０の温度を推定
する。
【００３４】
　本実施形態では、図４に示すように、温度センサ４１よりも数の多い複数の領域ａ１～
ａ２５が液晶パネル１０上に規定されている。すなわち、液晶パネル１０の全域が複数の
領域ａ１～ａ２５に仮想的に区画されている。図４に示す例では、液晶パネル１０は縦方
向及び横方向のそれぞれにおいて５つに区画され、計２５の領域を有している。なお、液
晶パネル１０に規定する領域の数はこれに限られず、液晶パネル１０のサイズに応じて適
宜変更されてよい。
【００３５】
　図６は温度センサ４１の出力値の時間的な変化と各領域の実際の温度の時間的な変化の
例を示す図である。同図では、領域ａ３，ａ１３，ａ１５の温度（実測値）が例として示



(9) JP 2012-189766 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

されている。また、同図では、バックライトユニット２０は、ｔ１までは高輝度モードで
駆動され、ｔ１からｔ２までは低輝度モードで駆動され、ｔ２以降は中輝度モードで駆動
されている。同図に示すように、いずれの領域の温度も、バックライトユニット２０の制
御モードの切り換えに応じて変化している。液晶表示装置１では、バックライトユニット
２０の縁にＬＥＤ２１が配置されている。図６からは、液晶パネル１０には各領域で温度
分布が生じていることが分かる。温度センサ４１は、図１に示されるように、ＬＥＤ２１
の温度を検出しやすい位置に配置されている。そのため、図６に示すように、温度センサ
４１の出力値と各領域の温度との間には相関がある。ここで説明する例では、液晶パネル
１０のＬＥＤ２１の配置位置(この例ではバックライトユニット２０の上縁及び下縁)に近
い領域の温度（同図では領域ａ３の温度）は、その他の領域（同図では領域ａ１３及び領
域ａ１５）の温度よりも高くなっている。また、液晶パネル１０の外周部における右側部
分と左側部分の背面側では、基板などの熱源となる部品の数が少ない。そのため、液晶パ
ネル１０の右側部分や左側部分の温度（同図の例では領域ａ１５の温度）は、パネル中央
の領域の温度（同図では領域ａ１３の温度）より低くなっている。このように、ＬＥＤ２
１の温度変化は、液晶パネル１０の各領域の温度に対して支配的である。そのため、ＬＥ
Ｄの２１の温度を受けやすい位置に置かれた温度センサ４１の出力値から、領域ａ１～a
２５の温度変化の傾向を捉えることができる。
【００３６】
　本実施形態では、メモリ３には、温度センサ４１の出力値と各領域ａ１～ａ２５の温度
との関係を表す情報である温度関係情報が予め格納されている。温度推定部２ｂは温度関
係情報とセンサ出力取得部２ａで取得した出力値とに基づいて複数の領域ａ１～ａ２５の
それぞれの温度を推定する。
【００３７】
　この例の温度推定部２ｂは、温度関係情報により規定される複数の関係式（以下、温度
関係式）を用いて、領域ａ１～ａ２５のそれぞれの温度を推定する。複数の温度関係式は
、温度センサ４１の出力値と領域ａ１～ａ２５の温度との関係を表す。すなわち、複数の
温度関係式は領域ａ１～ａ２５にそれぞれ対応しており、ある領域の温度と温度センサ４
１の出力値との関係は、当該領域に対応する温度関係式で表される。
【００３８】
　この例では、領域ａ１～ａ２５にそれぞれ対応付けられた複数の係数が、メモリ３に格
納されている。ある領域についての温度関係式は、当該領域に対応する係数により規定さ
れる。また、この例では、領域ａ１～ａ２５にそれぞれ対応付けられた複数の係数が選択
的に適用可能な基礎関係式がメモリ３に格納されている。基礎関係式は、各領域について
の温度関係式の元となる関係式であり、各領域に対応した係数を基礎関係式に適用するこ
とによって、当該領域についての温度関係式が得られる。
【００３９】
　基礎関係式は例えば次の式（１）で表される。
Ｔ＝Ｋ×Ｔｄ（ｉ）＋Ｒ×Ｆ（Ｔｄ（ｉ））＋ＯＦＳ・・・式（１）
Ｔはいずれかの領域について推定される温度である。Ｔｄ（ｉ）はセンサ出力取得部２ａ
により取得された最新の出力値である。Ｋ、Ｒ及びＯＦＳは係数であり、各領域の温度を
算出する際には各領域に対応する具体的な係数が適用される。例えば、領域ａ１の温度を
算出する場合には、領域ａ１に対応付けられた係数（Ｋａ１，Ｒａ１，ＯＦＳａ１）が、
係数Ｋ，Ｒ，ＯＦＳに適用される。関数Ｆはフィルタ関数であり、最新の出力値よりも前
に取得された出力値が反映された値を出力する。
【００４０】
　関数Ｆは例えばＩＩＲフィルタ（Ｉｎｆｉｎｉｔｅ　Ｉｍｐｕｌｓｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓ
ｅ　Ｆｉｌｔｅｒ）であり、例えば次の式（２）で表される。
Ｆ（Ｔｄ（ｉ））＝Ｔｄ（ｉ）×（１－Ｈ）＋Ｆ（Ｔｄ（ｉ－１））×Ｈ・・・式（２）
Ｔｄ（ｉ－１）はセンサ出力取得部２ａにより前回取得された出力値である。Ｈはフィル
タ係数であり、各領域の温度を算出する際には各領域に対応する具体的な係数が適用され
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る。例えば、領域ａ１を算出する場合には、領域ａ１に対応付けられた係数（Ｈａ１）が
、係数Ｈに適用される。基礎関係式がフィルタ関数を含むことにより、温度関係式により
出力される値は最新の温度センサ４１の出力値だけでなく、少なくとも前回の出力値に基
づいている。これにより、センサ出力取得部２ａによって取得された出力値の瞬間的な変
化やノイズに、温度推定部２ｂにより算出される温度が追従することを、抑えることがで
きる。なお、関数ＦはＩＩＲフィルタに限られない。関数Ｆは、例えばＦＩＲフィルタ（
Ｆｉｎｉｔｅ　Ｉｍｐｕｌｓｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ　Ｆｉｌｔｅｒ）でもよい。
【００４１】
　式（１）で示されるように、基礎関係式と各領域に対応付けられた係数とによって規定
される温度関係式は、温度センサ４１の出力値についての一次関数である。そのため、温
度推定の処理負荷が軽減され得る。なお、温度関係式は以上説明したものに限られない。
例えば、温度関係式は温度センサ４１の出力値について二次関数や三次関数でもよい。
【００４２】
　上述したように温度関係式は、領域ａ１～ａ２５に対応付けられた複数の係数（以下に
おいて係数群とする）で規定される。例えば、領域ａ１についての温度関係式は、係数群
（Ｋａ１，Ｒａ１，ＯＦＳａ１，Ｈａ１）で規定される。この例では、メモリ３には、領
域と係数群と互いに対応付ける、図７に示すテーブル（以下、係数テーブル）が格納され
ている。
【００４３】
　このような温度関係情報がメモリ３に格納されている場合、温度推定部２ｂは各領域の
温度を推定するために次のような処理を実行する。温度推定部２ｂは、領域ａｎ（この例
では、ｎ＝１，２・・２５）の温度を推定する処理においては、まず、係数テーブルを参
照し、領域ａｎに対応する係数群を選択する。そして、温度推定部２ｂは、選択した係数
群が適用された基礎関係式、すなわち温度センサ４１の出力値と領域ａｎの温度との関係
を表す温度関係式を用いて、センサ出力取得部２ａによって取得された出力値から領域ａ
ｎの温度を算出する。温度推定部２ｂは、各領域について上述の処理を実行し、全ての領
域ａ１～ａ２５の温度を推定する。温度推定部２ｂは予め規定された周期（例えば、セン
サ出力取得部２ａのサンプリング周期と同じ周期）で上述の処理を実行し、領域ａ１～ａ
２５の温度を算出する。
【００４４】
　なお、温度推定部２ｂが実行する処理やメモリ３に格納される情報は、以上説明したも
のに限られない。例えば、メモリ３には、温度関係情報として、領域ａ１～ａ２５にそれ
ぞれ対応付けられる複数の温度関係式が予め格納されてもよい。また、領域ａ１～ａ２５
の温度分布を表す複数のテーブルが、温度センサ４１が出力する可能性のある複数の出力
値に対応付けて、メモリ３に格納されてもよい。この場合、温度推定部２ｂは、センサ出
力取得部２ａで取得した出力値に対応するテーブルをメモリ３から読み出す。そして、温
度推定部２ｂは、読み出したテーブルで設定されている温度を、領域ａ１～ａ２５の推定
温度とする。
【００４５】
　温度センサ４１の出力値と液晶パネル１０の温度との関係は、液晶表示装置１の駆動開
始（電源をオンした時点）からの経過時間によって異なる。駆動開始から十分な時間が経
過した後は、各領域の温度と温度センサ４１の出力値との間には図６で例示される相関が
ある。ところが、液晶表示装置１が駆動していない状況では、温度センサ４１近傍の温度
と各領域の温度は、液晶表示装置１が置かれる環境温度に依存し、概ね等しくなる。その
ため、液晶表示装置１の駆動開始から十分な時間が経過するまでは、各領域の温度と温度
センサ４１の出力値は、上述した温度関係式で表される関係を有していない場合がある。
【００４６】
　図８は温度センサ４１の出力値と各領域の温度の時間的な変化の例を示す図である。同
図では、液晶表示装置１の駆動開始時からのそれらの変化が示されている。また、同図で
は、領域ａ３，ａ１３，ａ１５の温度が例として示されている。ここでは、バックライト
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ユニット２０は、電源がオンされた駆動開始時からｔ１までは高輝度モードで駆動され、
ｔ１からｔ２までは低輝度モードで駆動され、ｔ２以降は中輝度モードで駆動されている
。同図に示すように、液晶表示装置１の駆動開始から十分な時間が経過した後は（すなわ
ち同図に示す定常期間においては）、上述した温度関係式で表される高い相関がある。と
ころが、液晶表示装置１の駆動開始から十分な時間が経過するまでは（すなわち同図に示
す過渡期間においては）、各領域の温度と温度センサ４１の出力値との関係は、定常期間
におけるそれらの関係と同様ではなく、各領域の温度と温度センサ４１の出力値との差は
時間の経過に伴って徐々に拡大する。
【００４７】
　そこで、温度推定部２ｂは、液晶表示装置１の駆動開始時からの経過時間に応じて変化
する情報に基づいて現時点が定常期間に該当するか否かを判定してもよい。そして、温度
推定部２ｂは、現時点が定常期間に該当する場合と現時点が定常期間に該当しない場合と
では、異なる処理によって領域ａ１～ａ２５の温度を推定してもよい。
【００４８】
　現時点が定常期間に該当するか否かの判定処理は、例えば、次のように実行される。温
度推定部２ｂは、液晶表示装置１の駆動開始時に計時を開始し、駆動開始時からの経過時
間に基づいて、現時点が定常期間に至ったか否かを判定する。すなわち、温度推定部２ｂ
は、駆動開始時からの経過時間が予め設定された時間を超えたときに、現時点が定常期間
に至ったと判断する。また、図８に示されるように、温度センサ４１の出力値は液晶表示
装置１の駆動開始直後では急激に変化する。そこで、温度推定部２ｂは、温度センサ４１
の出力値の変化速度に基づいて、現時点が定常期間に該当するか否かを判定してもよい。
例えば、温度推定部２ｂは、予め規定された周期をあけて取得された複数の出力値の差に
基づいて、現時点が定常期間に該当するか否かを判定してもよい。そして、その差が閾値
より小さい場合に、現時点が定常期間に該当すると判断されてもよい。
【００４９】
　温度推定部２ｂは、現時点が定常期間に該当する場合に、上述した係数群と基礎関係式
とを用いて各領域の温度を推定する。一方、現時点が定常期間に該当しない場合、すなわ
ち現時点が過渡期間に該当する場合には、温度推定部２ｂは、例えば、上述した係数群と
は異なる係数群及び／又は上述した基礎関係式とは異なる関係式、を用いて各領域の温度
を推定する。この場合、過渡期間における各領域の温度と温度センサ４１の出力値との関
係を示す情報であって、定常期間における関係を示す上述した温度関係情報とは異なる温
度関係情報が、メモリ３に予め格納される。過渡期間における温度関係情報も、例えば、
基礎関係式や、各領域に対応付けられた係数群からなる。他の例としては、過渡期間にお
いて、温度推定部２ｂは、上述した係数群と基礎関係式とを用いて算出された値を補正し
、当該補正された値を各領域の温度としてもよい。この場合、温度推定部２ｂは、定常期
間で用いられる上述した係数群や基礎関係式から得られた値を、例えば温度センサ４１の
出力値の変化速度に基づいて補正する。
【００５０】
　図９は過渡期間の各領域の温度の変化の態様を示す図である。ここでも、領域ａ３，ａ
１３，ａ１５の温度変化が例として示されている。同図の（ａ）は前回の駆動終了（電源
をオフした時点）から長時間が経過した後に、液晶表示装置１の駆動が再開された場合の
変化の例を示している。同図の（ｂ）は前回の駆動終了から時間を空けることなく、駆動
が再開された場合の変化の例を示している。駆動終了から長時間が経過すると温度センサ
４１近傍の温度と各領域の温度は等しくなる。そのため、（ａ）に示すように、長時間が
経過した後の駆動開始時には、全ての領域の温度が互いに等しい。ところが、短時間では
各領域間の温度差が解消されない。そのため、前回の駆動終了から時間を空けることなく
駆動を再開した時には、（ｂ）に示すように、液晶表示装置１の駆動開始時において既に
各領域間に温度差がある。
【００５１】
　そこで、温度推定部２ｂは、前回の駆動終了時からの経過時間に応じて変化する情報に
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基づいて、過渡期間において用いる係数群や基礎関係式を変えてもよい。この処理は例え
ば次のように実行できる。
【００５２】
　温度推定部２ｂは、液晶表示装置１の駆動終了時に、温度センサ４１の出力値をメモリ
３に格納する。その後、駆動が再開された時、温度推定部２ｂは、その駆動開始時に取得
した温度センサ４１の出力値と、前回の駆動終了時にメモリ３に格納した出力値との差に
基づいて、前回の駆動終了時から十分な時間が経過したか否かを判定してもよい。例えば
、駆動開始時に取得した温度センサ４１の出力値と、前回の駆動終了時にメモリ３に格納
した出力値との差が閾値よりも大きい場合に、温度推定部２ｂは、前回の駆動終了時から
十分な時間が経過したと判断する。そして、温度推定部２ｂは、前回の駆動終了時から十
分な時間が経過している場合と、そうでない場合とでは、駆動開始後の過渡期間で用いる
係数群及び／又は基礎関係式を変えてもよい。
【００５３】
　補正処理部２ｃは液晶パネル１０に表示する映像に関連する各種パラメータを補正する
。補正処理部２ｃは、複数の領域ａ１～ａ２５のうちのある領域ａｎに表示される映像に
関連するパラメータを、当該領域ａｎについて推定された温度に基づいて算出する。パラ
メータは、例えば、ＴＦＴ基板１０ａに形成された画素の階調値や、ＴＦＴ基板１０ａ又
はカラーフィルタ基板１０ｂに形成された共通電極（不図示）の縁に設けられた複数の電
極に印加する電圧である。すなわち、一例では、補正処理部２ｃは、推定された温度に基
づいて入力画像信号の階調値を補正し、当該補正した階調値に対応する信号を出力画像信
号として出力する（例えば、連続する２つのフレームのクロストークを解消するための補
正）。また、他の例では、補正処理部２ｃは、共通電極の縁に設けられた複数の電極に印
加する電圧を、領域ａ１～ａ２５の温度に基づいて補正する（Ｖｃｏｍ補正）。
【００５４】
　ここでは、階調値を補正する補正処理部２ｃを例にして説明する。補正処理部２ｃは、
領域ａｎに形成された画素の階調値を、当該領域ａｎについて推定された温度に基づいて
補正する。図４に示すように、この例の補正処理部２ｃは階調値テーブル選択部２ｄと階
調値算出部２ｅとを含んでいる。
【００５５】
　ここで説明する例の階調値算出部２ｅは、前回のフレームの階調値と次のフレームの入
力画像信号に応じた階調値（補正前の階調値）とに基づいて、次のフレームの階調値（補
正後の階調値）を算出し、当該算出した階調値に対応する信号を出力画像信号として出力
する。メモリ３には、階調値算出部２ｅが算出する階調値の候補が設定されたテーブルが
予め格納されている。階調値テーブルでは、前回のフレームの階調値と次のフレームの入
力画像信号に応じた階調値とに対応付けて、次のフレームの階調値が設定されている。メ
モリ３には、複数の階調値テーブルが温度に対応付けて格納されており、階調値テーブル
選択部２ｄは温度推定部２ｂで算出された各領域の温度に基づいて階調値テーブルを選択
する。すなわち、階調値テーブル選択部２ｄは複数の領域ａ１～ａ２５のそれぞれについ
て階調値テーブルを選択する。
【００５６】
　図１０は階調値テーブルの例を示す図である。同図のテーブルでは、次のフレームの入
力画像信号に応じた階調値が最上行に示されている。また、前回のフレームで設定された
階調値が最左列に示されている。メモリ３には、このような複数の階調値テーブルが温度
に対応付けて格納されている（図５参照）。
【００５７】
　温度推定部２ｂが領域ａ１～ａ２５のそれぞれについて温度を算出した時、階調値テー
ブル選択部２ｄは、それらの温度に基づいて、複数の領域ａ１～ａ２５のそれぞれについ
て階調値テーブルを選択する。そして、階調値テーブル選択部２ｄは、図５に示すように
、選択した階調値テーブルを、各領域ａ１～ａ２５に対応付けてメモリ３内に予め規定さ
れた記憶領域に格納する。すなわち、階調値テーブル選択部２ｄは、領域ａｎの温度に基
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づいて階調値テーブルを選択すると、当該選択した階調値テーブルを領域ａｎに対応付け
てメモリ３に格納する。温度推定部２ｂにおいて新たな温度が算出されると、階調値テー
ブル選択部２ｄは、当該新たな温度に基づいて階調値テーブルを選択し、既に格納されて
いる階調値テーブルを新たに選択した階調値テーブルに更新する。
【００５８】
　階調値算出部２ｅは、各領域の画素の階調値を当該領域に対応付けられた階調値テーブ
ルを参照して算出する。すなわち、階調値算出部２ｅは、ある画素の階調値を算出する際
、当該画素を含む領域に対応付けられた階調値テーブルを選択する。そして、階調値算出
部２ｅは、選択した階調値テーブルを参照し、前回のフレームで当該画素に設定された階
調値と、次のフレームの入力画像信号に応じた当該画素の階調値とに対応する階調値を算
出する。階調値算出部２ｅは１フレーム間に全ての画素について以上の処理を実行する。
【００５９】
　なお、階調値テーブルでは、最小階調値（図１０において０）から最大階調値（図１０
において２５５）までの全ての値が、前回のフレームの階調値と次のフレームの入力画像
信号に応じた階調値として規定されてもよい。また、図１０に示す階調値テーブルのよう
に、前回のフレームの階調値と次のフレームの入力画像信号に応じた階調値とが、最小階
調値から最大階調値まで段階的に設定されてもよい。すなわち、連続する２つの階調値の
間に１よりも大きな差が設けられてもよい。このような階調値テーブルを用いる場合、前
回のフレームの階調値や入力画像信号に応じた階調値が連続する２つの階調値の間の値で
あった場合には、階調値算出部２ｅは、連続する２つの階調値の間を補間する補間処理を
実行する。
【００６０】
　領域ａ１～ａ２５の温度推定に利用される係数の求め方について説明する。図１１は係
数を求める際に利用される温度検出器５１の配置を説明するための図である。まず、液晶
パネル１０の表面上の複数の位置（この例では２５箇所）に温度検出器５１（例えば熱電
対）を配置する。例えば、図１１に示すように、領域ａ１～a２５のそれぞれに１つの温
度検出器５１を設ける。そして、複数の温度環境で、バックライトユニット２０の制御モ
ードを変化させながら液晶表示装置１を駆動する。例えば、０度環境下でバックライトユ
ニット２０の制御モード（高輝度モード、中輝度モード、低輝度モード）を順番に変化さ
せ、その後、別の温度環境下でバックライトユニット２０の制御モードを順番に変化させ
る。その際、一定時間間隔（例えば１０秒間隔）で、液晶パネル１０に設置した温度検出
器５１で実際の温度を測定するとともに温度センサ４１の出力値を取得する。図１２は温
度センサ４１の出力値と温度検出器５１によって得られた実測温度の時間的な変化の例示
している。このような温度測定により、図１２に示すように、各温度検出器５１が設けら
れた位置（温度測定位置）について多数の実測温度と、実測温度にそれぞれ対応する、温
度センサ４１の出力値とが得られる。そして、温度センサ４１の出力値から実測温度を得
る近似式を求める。各領域に１つの温度検出器５１を設ける場合、すなわち、１つの領域
に１つの温度測定位置が対応している場合、例えば領域ａｎについては、温度センサ４１
の出力値と領域ａｎに設けられた温度測定位置での実測温度とを用いて、係数Ｋａｎ，Ｒ
ａｎ，Ｈａｎ，ＯＦＳａｎを含む近似式を求める。このような方法で係数を求めた場合、
上述の温度推定部２ｂの処理においては、温度測定位置での推定温度が、当該温度測定位
置を含む領域全体の推定温度と擬制される。すなわち、領域ａｎの推定温度は、当該領域
ａｎに設けられた温度測定位置での推定温度によって代表される。なお、近似式の導出は
、例えば最小二乗法により行うことができる。すなわち、温度センサ４１の出力値に基づ
く領域ａｎの温度（式（１）から得られる温度）と、領域ａｎの実測温度との差の二乗の
合計を最小にする値を、当該領域ａｎについての係数とする。このように係数を導出する
と、バックライトユニット２０の制御モードを変更した時に温度推定誤差を小さくできる
。
【００６１】
　温度測定位置の設け方は以上説明したものに限られない。例えば、各領域に複数の温度
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検出器５１が設けられてもよい。すなわち、１つの領域に複数の温度測定位置が対応付け
られてもよい。図１３に示す例では、各領域の角に温度測定位置が設けられ、１つの領域
には４つの温度測定位置が対応付けられている。温度測定位置をこのように設ける場合、
ある領域ａｎの実際の温度は当該領域ａｎに対応付けられた複数の温度測定位置での実測
温度から算出する。例えば、複数の温度測定位置での実測温度の平均値を、当該領域ａｎ
の実際の温度として用いる。そして、例えば領域ａｎについては、温度センサ４１の出力
値と、算出された領域ａｎの温度とを用いて、係数Ｋａｎ，Ｒａｎ，Ｈａｎ，ＯＦＳａｎ
を含む近似式を求める。
【００６２】
　以上説明したように、メモリ３には、温度センサ４１の出力値と液晶パネル１０に規定
された複数の領域ａ１～ａ２５のそれぞれの温度との関係を表す温度関係情報が予め格納
されている。制御装置２は、温度センサ４１の出力値を取得し、温度関係情報と取得した
出力値とに基づいて領域ａ１～ａ２５のそれぞれの温度を推定している。そのため、液晶
パネル１０に規定された複数の領域ａ１～ａ２５のそれぞれの温度を、少ない温度センサ
で得ることが可能となる。
【００６３】
　なお、本発明は以上説明した液晶表示装置１に限られず、種々の変更が可能である。
【００６４】
　例えば、以上説明した液晶表示装置１には１つの温度センサ４１が設けられていた。し
かしながら、液晶表示装置１にはさらに多くの温度センサが設けられてもよい。
【００６５】
　図１４は、この例の液晶表示装置が備える後フレーム３１の背面図である。同図におい
ては、これまで説明した箇所と同一箇所には同一符号を付している。また、以下では、こ
れまで説明した液晶表示装置１と異なる点についてのみ説明し、説明のない事項は液晶表
示装置１と同様である。
【００６６】
　図１４に示す液晶表示装置は互いに離れて配置される複数の温度センサ４１，４２，４
３，４４を備えている。この例においても、液晶パネル１０に規定された領域の数は温度
センサの数よりも多い。温度センサ４２は、後フレーム３１の下縁に取り付けられた回路
基板１２Ｂに取り付けられている。温度センサ４１と温度センサ４２は、後フレーム３１
の下縁に沿った方向に離れて位置している。温度センサ４３は、ＴＦＴ制御基板１３に取
り付けられている。温度センサ４４は、アプリケーション基板１５に取り付けられている
。これらのセンサ４１～４４の出力信号は直接的に或いは間接的に制御装置２に入力され
ている。同図の例では、温度センサ４１，４２，４３の出力は制御装置２に直接的に入力
され、温度センサ４４の出力はアプリケーション基板１５に実装されたＩＣチップ１５ａ
を通して制御装置２に入力される。液晶表示装置には、さらに多くの温度センサが設けら
れてもよい。例えば、ＴＦＴ制御基板１３には、制御装置２を取り囲むように互いに離れ
て位置する複数（例えば３つ）の温度センサが設けられてもよい。
【００６７】
　この例では、複数の温度センサ４１～４４の出力値と複数の領域ａ１～ａ２５のそれぞ
れの温度との関係を表す温度関係情報が、予めメモリ３に格納される。例えば、領域ａ１
～ａ２５についての温度関係式の元となる基礎関係式と、領域ａ１～ａ２５にそれぞれ対
応付けられた複数の係数群とが、温度関係情報としてメモリ３に格納される。上述した温
度推定部２ｂは、各領域に対応する係数群で規定される温度関係式を用いて、複数の温度
センサ４１～４４の出力値に基づく当該領域の温度を算出する。
【００６８】
　この例の基礎関係式は例えば式（３）により表される。
Ｔ＝Ｋ１×Ｔｄ１（ｉ）＋Ｒ１×Ｆ（Ｔｄ１（ｉ），Ｈ１）
＋Ｋ２×Ｔｄ２（ｉ）＋Ｒ２×Ｆ（Ｔｄ２（ｉ），Ｈ２）
＋Ｋ３×Ｔｄ３（ｉ）＋Ｒ３×Ｆ（Ｔｄ３（ｉ），Ｈ３）
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＋Ｋ４×Ｔｄ４（ｉ）＋Ｒ４×Ｆ（Ｔｄ４（ｉ），Ｈ４）
＋ＯＦＳ・・・式（３）
Ｔｄ１（ｉ）、Ｔｄ２（ｉ）、Ｔｄ３（ｉ）及びＴｄ４（ｉ）は、それぞれ温度センサ４
１，４２，４３，４４の最新の出力値である。Ｋ１～４、Ｒ１～４、Ｈ１～４及びＯＦＳ
は係数であり、各領域の温度を算出する際には当該領域に対応する具体的な係数が適用さ
れる。例えば、領域ａｎを算出する場合には（この例では、ｎ＝１、２・・２５）、領域
ａｎに対応付けられた係数（Ｋａｎ１～４、Ｒａｎ１～４、Ｈａｎ１～４及びＯＦＳａｎ
）が、式（３）の係数Ｋ１～４、Ｒ１～４、Ｈ１～４及びＯＦＳに適用される。Ｆは式（
２）で示したのと同様のフィルタ関数であり、フィルタ係数Ｈ１～４で規定されている。
【００６９】
　式（３）で示されるように、この例の温度関係式は温度センサ４１，４２，４３，４４
の出力値の一次関数である。そのため、温度推定の処理負荷が軽減されている。なお、温
度関係式はこれに限られない。例えば、温度関係式はいずれかの温度センサの出力値につ
いて二次関数や三次関数でもよい。
【００７０】
　領域ａ１～ａ２５にそれぞれ対応付けられる複数の係数群と、複数の係数群が選択的に
適用可能な基礎関係式（３）は、メモリ３に予め格納されている。これらの係数群も、図
７を参照して説明した係数テーブルと同様に、各領域に対応付けて予めメモリ３に格納さ
れる。
【００７１】
　このような温度関係情報がメモリ３に格納されている場合であっても、センサ出力取得
部２ａ及び温度推定部２ｂが実行する処理は、上述の形態と同様である。すなわち、セン
サ出力取得部２ａは予め設定されたサンプリング周期で温度センサ４１，４２，４３，４
４の出力値を取得する。領域ａｎの温度を推定する処理においては、温度推定部２ｂは、
まず、複数の係数群から領域ａｎに対応する係数群を選択する。そして、温度推定部２ｂ
は、選択した係数群と式（３）で示される基礎関係式とで規定される温度関係式を用いて
、複数の温度センサ４１，４２，４３，４４の出力値から領域ａｎの温度を算出する。温
度推定部２ｂは、全ての領域ａ１～ａ２５について上述の処理を実行する。
【００７２】
　この例のように複数の温度センサ４１，４２，４３，４４が液晶表示装置に設けられる
場合、温度推定部２ｂは、次のような処理により、液晶表示装置の前回の駆動終了時から
の十分な時間が経過したか否か、すなわち現時点が定常期間に該当しているか否かを判定
してもよい。
【００７３】
　液晶表示装置の前回の駆動終了時から十分な時間が経過した場合には、温度センサ４１
，４２，４３，４４の出力値は環境温度に依存した値となり、互いに等しくなる。温度セ
ンサ４１，４２，４３，４４の取付位置やＬＥＤ２１からの距離は互いに異なっている。
すなわち、温度センサ４１，４２，４３，４４は、ＬＥＤ２１の熱の伝わり易さにおいて
、互いに異なっている。そのため、定常期間においては、温度センサ４１，４２，４３，
４４の出力値には差が生じる。そこで、温度推定部２ｂは、いずれか２つの温度センサの
出力値の差が閾値より大きい場合に、現時点が定常期間に該当していると判断してもよい
。つまり、温度推定部２ｂは、液晶表示装置の駆動開始時からの経過時間に応じて変化す
る情報として、２つの温度センサの出力値の差を用いてもよい。例えば、ＬＥＤ２１から
の熱の影響を最も受けやすい位置に設けられた温度センサ（この例では温度センサ４１又
は４２）の出力値と、当該温度センサから離れて位置する別の温度センサの出力値（この
例では温度センサ４３又は４４）との差が閾値より大きい場合に、温度推定部２ｂは現時
点が定常期間に該当していると判断してもよい。
【００７４】
　各領域ａ１～ａ２５に対応付けられた係数の求め方は、上述と同様である。すなわち、
複数の温度環境で、バックライトユニット２０の制御モードを変化させながら液晶表示装
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置を駆動する。その際、一定時間間隔で、液晶パネル１０の各領域ａ１～ａ２５の実際の
温度を測定するとともに温度センサ４１，４２，４３，４４の出力値を取得する。そして
、温度センサ４１，４２，４３，４４の出力値を用いて、実測温度についての近似式を求
める。
【符号の説明】
【００７５】
　１　液晶表示装置、２　制御装置、２ａ　センサ出力取得部、２ｂ　温度推定部、２ｃ
　補正処理部、２ｄ　階調値テーブル選択部、２ｅ　階調値算出部、３　メモリ、１０　
液晶パネル、１２Ａ,１２Ｂ　回路基板、１２ｂ　ＩＣチップ、１３　ＴＦＴ制御基板、
１４　電源基板、１５　アプリケーション基板、
２０　バックライトユニット、２１　ＬＥＤ、２１ａ　回路基板、２２　導光板、２３　
反射板、２４　放熱板、３１　後フレーム、３２　螺子、３３　基板カバー、４１，４２
，４３，４４　温度センサ、５１　係数算出用の温度検出器、ａ１～ａ２５　液晶パネル
に規定された領域。
 

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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